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はじめに

　「ソーシャル・イノベーションコース 10周年
記念フォーラム」は、同志社大学大学院総合政
策科学研究科に 2006年より開設された「ソー
シャル・イノベーション研究コース」が以来
10年を経たことを記念して催行された。本コー
スは、2005年度の文部科学省の「魅力ある大
学院プログラム」（いわゆる大学院 GP）に採
択され、2006年に前期課程、2008年には後期
課程を開設することとなった。そして研究科の
コース再編によって、2012年度から前期課程
はソーシャル・イノベーションコースとなった。
　本フォーラムは、2017年 11月 23日（木・祝）
の 13時 30分から、同志社大学烏丸キャンパス
志高館 1階 112教室で開催され、当日は 120名
の参加があった。プログラムは 3部構成であり、
「第 1部　同志社ソーシャル・イノベーション
（SI）コースのこれまで」においては、「ソーシャ
ル・イノベーションコースの 10年の歩み」と題
するスペシャルムービーの後、記念対談「SIコー
スを設立した思い &10年を振り返って」を行っ
た。「第 2部　ソーシャル・イノベーションコー
スのいま」においては、コースで学ぶソーシャ
ルドクター達が語る研究と実践、特に社会人大
学院の日常が語られた。「第 3部　ソーシャル・
イノベーター教育の未来」においては、教員や
修了生多数の参加のもとにダイアログ「ソーシャ
ル・イノベーター教育のこれから」が語られた。
　上記プログラムの第 1部については「その 1」
として本誌第 20巻第 2号（2019年 3月刊行）に、
また第 2部については「その 2」として本誌第

21巻第 1号（2019年 8月刊行）に掲載された。
本号では第 3部について報告することとした。
（新川達郎）

【第3部】
SI コースとソーシャル・イノベーター教
育の未来
　�フィッシュボウル「ソーシャル・イノ
ベーター教育のこれから」

佐野：そろそろ第 3部の開始をしたいと思いま
す。皆さん、お席の方にお座りください。第 3
部は円形でパネルディスカッションを行いま
す。一番真ん中にパネリストの先生方、お座り
ください。そのほかは参加者の皆様、スタッフ
の皆様、真ん中の方から詰めてお座りください。
お好きなお席にお座りください。第 3部のテー
マは「ソーシャル・イノベーター教育の未来に
ついて語り合う」です。
　ソーシャル・イノベーター教育のこれからと、
今までの SIコースの過去、現在そして未来を
語って参ります。パネリストと参加者によるダ
イアログです。今回も出演者が本当に多くて、
1人 3分しかしゃべれないという設定になって
おります。パネリストを含めて 10名です。さ
らにこれから 3分という制限時間でウルトラマ
ン並みのカラータイマーがついております。こ
ういったテーマを掲げてやっていきたいと思い
ます。
　では、はじめに新川先生からお話いただいて
良いでしょうか ?　
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佐野：新川先生、ありがとうございました。こ
のフィッシュボールという円形パネルディス
カッション方式ですが、金魚鉢を意味していま
して、内側の円に座る私達パネラーは、いわば
金魚です。そして外側の円に座って聴いていた
だいている参加者の皆さんは、金魚鉢の水槽と
いうことになります。。一方、内側の円にもい
くつか空席イスが用意してありまして、まず
は 3分ずつ内側の円に座っているパネラーのみ
なさまにお話をしていただきますが、1周した
後はフリートークとなります。その際に「ぜひ
発言したい」という方が参加者のみなさまの中
から出てきましたらたら、自由に空いている内
側の円の椅子に来ていていただていて、発言し
ていただくことが可能なシステムになっていま
す。
　それでは次に、西村仁志先生より、今やられ
ていることや、SIコースの未来に対する期待
について、3分間でお話ください。
西村：西村でございます。2部で登場した西村
和代とは夫婦です。在任中、僕は 2006年のコー
ススタートのときから、2011年まで 5年間、
教員として 5年任期で担当していました。彼女
の方も前期、後期、5年間、5年半おりました
ので、教員と院生が一緒にいるという、そうい
うおかしな状況が家庭内でも続いていました。
　2012年から、任期満了のあと、広島修道大
学に移りました。そちらではソーシャル・イノ
ベーションというより、どちらかというと、環
境教育というもう一つの専門の方を中心に教え
ています。
　しかし、このソーシャル・イノベーションと
いうのは、非常に重要なテーマですし、広島に
とっても大事な営みに今すでになっています。
中山間地域ももちろんあるし、瀬戸内海の離島
もあります。それから、もちろん、大きな産業
集積もあるんですけれども、住宅のことやら、
子育てのことやら、あらゆる問題がやはり大都
市ということで起きています。ですから、ソー
シャル・イノベーション、広島にとってもとて
も大事なテーマや営みでもあるということで
す。
　もちろん、今、担当しているのは学部生です。
大学院はありませんので、18歳から 20歳前半
の学生たちを担当していますので、できるだけ
そういうイノベーションのエッセンスを植え付

新川：最初にこれからのソーシャル・イノベー
ションコースについて、ちょっとだけアナウン
スと展望をお話ししたいと思います。同志社大
学大学院総合政策科学研究科のソーシャル・イ
ノベーションコース、今後どうするかというこ
とを今、研究科、学部の先生方と一緒に検討し
ています。基本的にはこのソーシャル・イノベー
ションというのをきちんと将来ずっと維持をし
ていきたい、というのが学部研究科としての考
え方です。ただし、当初、このコースをつくっ
た主要メンバーがあと数年でいなくなります。
言ってみれば、創業者の精神というのが全部消
えてしまうということになります。さて、そう
なったときにいったい何が残るかということで
議論になっております。
　大事なことは、やはり、一つはこのソーシャ
ル・イノベーションコースというのが具体的な
社会問題、それぞれ抱えている課題というのを
きちんと大学院の学習の中でその問題に取り組
み、そして、それを研究をして論文化をする。
そして、その成果をまた、それぞれの問題解決
に持ちかえる。この基本的なパターンをなんと
か維持したいというのが 1点です。
　そして、そのためにも 2つ目にこの大学院の
コースでは、先ほどの発表にもありましたけれ
ども、さまざまな社会実験や社会実践、これを
必ず義務づけましょうということを行ってきて
おります。これがなければソーシャル・イノベー
ションコースでの教育にはならない。学位には
ならない。ここが重要な 2つ目のポイントです。
　そして、3つ目にそれは誰が教育をやるのと
いうのが話題にあがっております。いよいよこ
れからは、これまでソーシャル・イノベーショ
ンにかかわってこられなかった政策学部の先生
方にも、大量にこの後ソーシャル・イノベーショ
ンコースの指導にあたっていただくということ
で、今、徐々にリクルートを始めている状況で
あります。とりあえず、まずはこれまでの基本
的な枠組み、大きな方向は維持しつつ、ただし、
そこで担い手がどんどん変わっていきます。そ
の中でソーシャル・イノベーションの本来の姿
というのをできるだけ枠組みとして失わないよ
うに、しかし、それがさらに新たな発展型に向
かっていけるように作っていきたいということ
で、努力していることだけお伝えをしておきた
いと思います。以上です。
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たことがあります。これは僕が博報堂という会
社に前いて、そこのクリエーターに安くお願い
して、ちょっとかっこよく仕上がったのです。
「ちがう未来を見つめていく」というステート
メントがあって、このときは執行部とか選抜
チームだけだったので、学生とか、本当に職員
とかみんないろんな形で関わって大学はできて
いるんだな、みんな来てもらいましょうよ、と
いって、先ほどの場ができたところです。
　それで、ソーシャル・イノベーションを思い
出して、5つほどのキーワードでまとめてみま
した。一つは社会人が多いということです。社
会を知っている人が多い。これは東工大と全然
違って、向こうは 22、23歳で来るので、これ
がすごく大きい。さっきの社会実験とか、本当
に社会を変えていくということが中にインプッ
トされているコースです。皆さん、志があるん
ですね。これについて東工大の教員は志をつく
れと言っているのです。これは人から言って育
つものでもないのです。本当にここにいる方は
志が大したものです。やっぱり、土の香りがす
ごくします。僕も有機農業塾に行かせていただ
いて、本当に食と命そして、料理に開眼いたし
ました。江湖館の存在がやはり大きいと思うの
です。学び合いのコミュニティというのが本当
にできていると思います。ゼミだとか、いろん
なコースとか、そういう細かい世代とかを越え
て、卒業しても関わり続ける人、今日もいろん
な形でこうやってつらなっているのは非常にう
れしいなと思っております。
　やはり、わいわい「楽しい」というのが一番
じゃないかなと思って、楽しくまじめにという
ことはあり得ると思います。楽しく、深いとい
うこともあると思うのです。それがここでは起
こっているのではないかなと思います。（拍手）
宗田：改めまして、皆さん、こんにちは。宗田
と申します。よろしくお願いいたします。
　私自身は 2012年度に難民の支援をテーマに
博士論文を書かせていただきました。そのとき
に今里先生から、東日本大震災が起こったとき
に、誰もが難民になり得る可能性がある、「潜
在的難民」という時代に私たちは生きていると
いうことを教えていただいて、それ以来、「潜
在的難民」という言葉を大切にして、今もどう
いう角度から他者に向き合うのかということ
で、活動をしています。

けてと思っています。幸い、卒業生が出始めて
いて、JAの職員になったり、それから、地域
おこし協力隊に行っている人もいます。それか
ら、子育て関係の NPOに就職したりと非常に
若い、楽しい卒業生が出始めているところです。
　一方で社会人向けに、今の SIラボというの
を始めています。まだ、オープンにしてないの
ですが、広島 SIラボということで、自由な授
業料のいらない学びをゼミ形式でひっそり今や
り始めて、今後オープンにして展開していく予
定です。今は実験的な取り組みをやっていま
す。コンサルの職員になったり市役所の人が来
たり、いろいろ楽しい学びを夜にやっています。
こういうインフォーマルな学びを、また、展開
してくれるとうまくいけるかなと思っています
ので、京都の動きとあわせて広島でも展開をし
ていきたいと思っています。（拍手）
佐野：すごい !3分丁度でした。さすがです。
ではつぎに、中野民夫先生、どうぞ。
中野：中野民夫と申します。西村仁志さんの後
を継いで 2012年から 3年半ほど教員をさせて
いただきました。今、東京工業大学というとこ
ろのリベラルアーツ、人としての教養を広げよ
うというところで、奮闘をしております。昨日、
着任して 2年で大仕事をやりまして、学生、教
員、職員、卒業生全員集合。東工大の未来を語
り会う、大ワークショップというのを、本当に
こんな職種を越え、年齢を越え、18歳から 60
代終わりぐらい 70代ぐらいまで 200人ぐらい
のワークショップをして、東工大のいいね、と
思うところとか、ちょっとな、と思うところだ
とか、これからどういう理想像があるかという
こととか、そこには何が必要で何をやりたいか、
というのをやってきました。話すだけではなく
て、そこから新しい種をまきたいと思って、い
ろんなアイデアとプロジェクトの種を募ったと
ころ、17人がわっと立ち上がって並んで発表
してくれました。東工大生は非常にシャイな人
が多いので、本当にみんなが感動するぐらいに
熱い種がまかれて、非常にうれしく思ったとこ
ろです。
　それが始まったのも去年、執行部が 2030年
のことを考えるという会議を、ワークショップ
でやった方がいいといってくれる僕の同僚がい
て、その執行部の中堅若手でワークショップを
やった思いを、こういうパンフレットにまとめ
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のですが、その部分は僕自身がほとんどできて
いませんで、ソーシャル・イノベーションの分
野でも、これからまだまだ大事に実行するべき
ことがたくさんあるかなと思ったりはしていま
す。
　福知山の話をしますと、商店街に住んで唯一
残った銭湯をどう維持するかとか、そういう取
り組みをしたりとかしています。京都が良かっ
たなと思ったりします。どこに行っても人がい
ますし。でも福知山は本当に涙が出るほど美し
い、平家の落人集落や、里山があって、もう
今、5世帯だけで全部高齢者だったりとか、ま
た築 50年のとても美しいアーケードがあって、
でも、全部シャッターが降りているとか。住民
自治活動は、洪水の災害が多いんですけども、
盛んでした。今は担い手がいない自治会とかが
あって、でも、訪ねていくと、例えば、そうい
う里山を若い人が大好きになって住んでいらっ
しゃったりとか、商店街で、喫茶店で頑張って
いらっしゃる若い方がいたり、自治会でいやい
やなった役員だけども、LINEを駆使して若者
を役員に集めている人がいたりとか、一つずつ
見るとすごく頑張っている方がいらっしゃるの
です。
　そういう意味では、イノベーションは地域で
起こっているんですけれども、捕まえきれてな
い、ということに福知山に行って気づきました。
ぜひ、そんな活動をご一緒に考えていきたいな、
したいな、と思われる方は…
「ゴーン」（3分経って鳴らされたゴングの音）
谷口：失礼しました。頑張りましょう。（拍手）
大石：大石と申します、よろしくお願いいたし
ます。私は SIコース 2期生で、今里ゼミでお
世話になりました。もともとは土からのものづ
くりということで、綿を育てて糸を紡いで布に
するということを社会化しようということで取
り上げています。
　時々昔の写真を見るんですけども、社会実験
をしたときに今里先生が来てくださって、その
姿がスーツ姿なんですね。今は、見られたこと
がないと思います。その当時はスーツを着てお
られて、そのころから、うさとの服になったの
かなと思うのです。ちょっと先生の SIに私は
関与したのかなと思っています。
　今は龍谷大学の政策学部の方で教鞭をとらせ
ていただきまして、まさに食と農によるソー

　難民というテーマで活動をしてきたのです
が、最近は全国の大学生の方々と、日本で暮ら
す外国の人たちがどういう困難に直面したり、
どういう可能性を持っているのか、ということ
を、調べるというプロジェクトを準備して、そ
ういう関わりをスタートしようとしているとこ
ろです。
　今年の 4月から客員教員ということで、こち
らで採用していただきまして、本当にありがと
うございます。授業ではもともと私のテーマで
ある人の移動ということを学生と一緒に学んで
います。その中で人が移動せざるを得なくなっ
た、安全保障の問題に、今の学生の方々が非常
に興味をもち、でも、あんまり、そういうこと
を学ぶ機会がないということに触れて、安全保
障を一緒に考えるとか、もしくは外国人が日本
社会でどういう可能性を持って一緒に暮らして
いくのか、ということを考える授業を行ってい
るところです。
　これからも、ここで学ばせていただいたこと
を、学生の人に伝えて、ただ、学ぶだけではな
くて、未来図を描くというところにつなげられ
るかなと思っていますので、どうぞ、よろしく
お願いいたします。（拍手）
谷口：皆さん、こんにちは。谷口と申します。
お茶どころ京都南は宇治田原から来ました。
2007年度から 2011年度まで 5年間任期付きで
教員でお世話になりました。その後客員で嘱託
でお世話になって、去年の春から福知山の公立
大学、皆さん、福知山公立大学ご存じの方。
一同：はーい。
谷口：おお、すごい、ありがとうございます。
ご存知でない方はぜひ知っていただいて、お子
さん、お孫さんにご推薦いただきたく思います。
私はここでも変わり種で、まちづくりと言いま
しても、もう地域べたべたの学区のまちづくり
とか、商店街のまちづくりをやっています。そ
ういう意味では、最近の SI系、ソーシャル・
イノベーションとはいろんなところがあります
が、どちらかと言いますと、ソーシャルビジネ
スが多くて、テーマ型が多くて、そういう中
で、本当にべたべたの住民の自治活動を一つ一
つ、ブラッシュアップして立てていただいてい
ます。ここにも新川先生に呼んでいただいて、
とてもありがたかったなと思っています。そう
いう意味では、メッセージにまだまだと書いた
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いっぱいありました。私は 7つの大学で教えて
いるんですけど、プログラミング教育とかやっ
てて、東京大学でかなり関わっているんですね。
そこの高齢社会総合研究機構の中で、リビング
ラボといって市民が中心になって世の中を変え
ていくというのを、これからどう進めるかとい
う研究に入っているのです。そこの中で言われ
ます。いや、エビデンスですよね。これからは
アクションリサーチです。社会関与だ。そんな
の SIで 10年前からやってたじゃん、と思うの
です。
　次には、例えば、私たちは、これまでヒュー
マンセンタードデザインとかユーザーセンター
ドデザイン、人間中心設計機構とか言っていた
んだけど、今はシチズンセンタードデザイン。
市民が中心だ、と言っているんです。そんなの
先生がさっき言っていらした市民中心の社会、
10年以上前から言ってたじゃん。SIの方がは
るかに早いのです。東大が今、追いついている。
　そう考えると、ソーシャル・イノベーション
のコースのこれからというのは、私は少しも心
配していません。先生方が早すぎた。だけど、
それは言ってみれば、リーディング、トップリー
ダーとして、フロンティアをつっぱしっていら
したわけです。それをわれわれは引き継いで、
この後の SIコースというのを、例えば、宗田
先生とか、大石先生とか、若い人たちが引っ張っ
ていってほしいなと思います。
　だから、きっとこれからは、ソーシャル・イ
ノベーターを育成するというだけではなくて、
それを支援するグループ、いろんな大学の中に
ソーシャル・イノベーションコースをつくって
いくというのも、私たち卒業生の仕事なのかな
と思います。だから、中野先生もそうやってい
らっしゃるし、谷口先生もそうだと思う。私も
自分の教えている大学の中では、世の中の課題
を考えて、それをどうやったら解決できるかと
いうのを考える。それを回りに伝えていく能力
を持った学生たちを育成していきたいと思いま
す。それこそが、SIで、ここで私が学ばせて
いただいた 5年間の総決算かなと思います。本
当にどうもありがとうございました。（拍手）
本多：本多です。私は同志社大学に入る前 3年
間、京都大学で研究生として哲学の勉強をして
いました。それは Jürgen Habermasの公共空間
論でした。なかなか難しかったんですけれども、

シャル・イノベーションということを掲げまし
て、ゼミ生とともに、奈良で、この近隣の中山
間地に入りまして、農業をします。実際に学生
が種をまき収穫をして売ります。汗をふきなが
らやるということとして、現実の農業の大変さ
であったりとか、やりがいということを通して、
彼等がたくましくなっていけるような、活動を
ずっとやっています。
　今は本当に AIが浸透してきて、これから働
き方が変わる、職がなくなっていくという、す
ごく本当に世界が変わっていくステージに今、
私たちがかかわっている、学生がいるというこ
とですが、やはりその中でも土は変わらない。
農業や、ものをつくっていくというところは、
決して変わらないところです。そこから、学生
を育てていきたいなと思って、活動を進めてい
ます。
　これからの SIコースですが、先ほども社会
人の方が多いということだったのですが、ぜひ、
若い学生、大学生、高校生でもいいですが、ど
ういう人材に育っていくかということに、ぜひ、
力を注いでいただきたいなと思っています。大
学の教員として精一杯のことをやりたいと思い
ます。人を育てるというのは社会を育てるとい
うこと。その一人ひとりが育って、社会に出た
ときに何をするかだと思うのです。それは、大
学生だったり、高校生で感動したり、それが次
につながると思っています。皆さん、ぜひ、一
緒に社会を変えていくという中で若者たちにぜ
ひ、力付けをしていきたいと思っています。以
上です。（拍手）
関根：関根でございます。谷口先生の後任とい
う形で、2012年から 2017年、今年の 3月まで
こちらで先生をさせていただきました。半年後、
この秋から客員教授でまた戻ってきますので、
皆さん、授業に来てくださいね。
　もともとの専門はユニバーサルデザインと
gerontology、老齢学です。女の人や子どもたち
は高齢者や障害のある人、外国から来た人、そ
ういう人たちがどんなふうにしたら、日本の中
で楽しく、明るく暮らしていけるか。そんな社
会を考えるのが私の専門でもありました。本当
に、この 5年間実際に来させていただいて、私
のほうこそ学ぶことばかりでありがとうござい
ました、とひたすら言いたいです。
　外に出てみてしみじみ、すごいと思うことが
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でして、残り任期があと 3年半と思うと、もう
あまりないなと思って焦っているところです。
そうなんです、あと 3年半で、新川先生、今里
先生も定年退職され、同時に私も任期終了とな
ります。それまでどれだけ SIコースを盛り上
げていけるのか、という問題意識で、今回の
SIコース 10周年の記念イベントを企画させて
いただきました。教職員から院生、修了生まで、
いろんな関係者が集まって語り合える場がほし
いね、ということで今回企画させていただいて、
こうして実現にこぎつけるまではなかなか大変
でしたが、何とか今日の開催にたどり着くこと
ができ、大変うれしく思っているところです。
（拍手）
　この開催直前の 1週間、連日深夜まで準備を
した甲斐がありました。この SIコースのコミュ
ニティは本当に大きな力だと思います。私は
大学院の授業で、「社会的ネットワーク論」を
担当させていただいています。人間というの
は、価値観が近い人どうしでグループをつくっ
たり、またネットワークを編んでいく傾向があ
ります。さらにそうした多様なグループや個人
をゆるやかにつなぐ「弱いつながり」が、この
社会全体を構成しています。この社会的ネット
ワークによって、地球社会全体がつながれてい
るわけです。
　そしてこの SIコースのネットワークという
のは、社会関係資本の理論でいうと多様なグ
ループや個人をつなぐ「橋渡し型」の社会関係
資本に分類されると思います。それぞれが自分
のコミュニティやグループに所属しながら、そ
の同質性の高い固有のコミュニティの中だけで
はわかり得ない情報や生まれてこないアイデア
を、この SIコースのネットワークに集まるこ
とによって共有し、そして相互作用しながら化
学反応を起こす学び合いの場が生まれていま
す。そして私たち教員は、単に知識を伝達する
だけでなく、そうした学びのネットワークが自
己組織化し、生成していく場のサポート役であ
り、ファシリテーターとしての役割がとても大
きいと感じています。私自身で言うと 7割ぐら
いがファシリテーターの役割で、3割ぐらいが
いわゆる従来型の教員の役割かなと感じてい
ます。それだけこの SIコースは、院生・修了
生の皆さんが相互に学び合える、経験と知識の
ネットワークとしての場の力がすごく強いので

研究のしがいのあるテーマでした。それで、大
学院に入れていただいて 15年目になるのです
が、今里先生のゼミ生になって、今回、SIコー
スができたということもあって、江湖館がソー
シャル・イノベーションの公共空間の場となっ
た。そしたら、Jürgen Habermas（ユルゲン・ハー
バーマス）の公共空間論を実践できる場だと
思ったんです。それで、私の博士論文は公共空
間の理論と実践ということでまとめたんです。
　SIの入学生の方は、ほぼ半分ぐらいは私の
ネットワークで入っていただいております。そ
れは、たぶん、自分がどうにかしようかなと思っ
たのは、コミュニケーションが大事で、人との
つながりがすごく大事だと思っていまして、一
つずつ自分自身何ができるわけではなかったん
ですけれども、人とのつながりを大事にしよう
と思って、それが、今日のつながりになったの
かなと自分では思っているところです。
　あと、先生方と共に 70歳になったら、同志
社から一切手を引くことになるんですが、次に
何をしようかなと思っているのは、小さな塾を
しようと思っています。ちょうど小学校の前に
うちのマンションがあって、その 1階に空いて
いるところがあります。では、どういう子ども
たちを育てることをしようかと思ったときに、
ちびっこソーシャル・イノベーター、やはり社
会のためになるような子を小さいときから生き
る力とともに、そういうことを意識づけること
を小さな町の端でもできたらいいなと思ってい
ます。私の孫が 2歳 3ヵ月ですが、毎日、論語
の CDを聞かせています。（笑）
　それは、何のために生きるかということです。
私は自分の子育てのときは勉強を頑張りなさい
しか言えなかったんですけど、やはり利他のた
め。利他を意識する子になってほしいと思っ
て、今、そういうことをしています。自分の孫
だけではなくて、地域の子どもたちにもなんと
かそういうことを伝えるようなことを残りの人
生、少しできたらいいなと思っているこのごろ
です。ありがとうございます。（拍手）
佐野：せっかくなので、私も少しだけおしゃべ
りいたしします。今日は司会役で来ております
が、今は一人のパネリストとしてお話をします。
　私も去年から SIコース教員として同志社大
学に赴任し、早くも 1年半たちました。時の流
れは早いものです。私も 5年間の任期つき教員
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にくいんですけれども、私の専門は「砂」、す
なわち砂場です。
　実はこんなものにも歴史がありまして、例え
ば、1885年ボストンのパーメンタストリート
20番地、ここにアメリカで最初の砂場が作ら
れた。それから、今、全世界の児童公園の始ま
りになります。スラム街の子どもたちのために
作られた砂場です。私は自分の子どもが 3歳の
ときに、30分以上、集中して遊ぶ姿から、な
んでこんなものに夢があるのかを疑問に思いま
して、30年近く砂場の研究をしております。
　とにかく、こういった素晴らしい歴史に裏打
ちされた遊び環境を大事にしていきたいと思っ
ております。ところが、今、犬猫の問題で、砂
場には向かい風が吹いています。そういう中
で何とかそれを広げていきたい。そのときに、
2011年東日本大震災が起こりまして、福島県
は放射能汚染の問題から一時外遊び、特に砂場
活動が失われかけました。
　ところが、いったん失われかけたときに、人々
が当たり前と思っていたものに、もう一度その
価値を見つけ出し、ぜひ、これを取り戻したい、
という動きになりました。私は震災の 11月以
降、ほとんど毎月 1回、今年は、研究年で福島
大学に客員研究員としても行っておりますが、
砂場の取り戻しと、単なる取り戻しではなくて、
本当に面白い価値付けをしていこうということ
で、向こうの親御さん、行政、さまざまな方々
とつながる中で、だんだん保育学、教育学では
物足りないということから、このソーシャル・
イノベーションコースに寄せていただき、学ん
でいるという状況です。
　あとは、向こうでは先ほど、今里先生がおっ
しゃいましたけど、教育学ということで同志社
女子大学現代社会学部現代子ども学科というと
ころで教員養成をしております。本当に子ども
たちはいろんな問題を抱えていますが、そこに
関わる教員、そこからイノベーションを起こし
ていかないといけない、ということをつくづく
思っています。本当にその通り。それで、私た
ちは 4つの P、Passion、Peers、友達、仲間、そ
して、Projectを作り上げる、そして、それを
Playfulにやっていくということを私の同僚が
言っている。この流れで新しい教育学を作って
いきたいな、とここでの学びをそこに生かせて
いきたいと思っております。ありがとうござい

す。
　そしてこのネットワークそのものが、ひとつ
の社会的生態系として自己組織化されることに
より、皆さん自身のキャリアや生き方もどんど
ん広がり、それが総体として社会に大きな影
響を与えられるものになっていくと思います。
そしてこの社会的生態系としての SIコースの
ネットワークから、新しい価値観が生まれ、社
会に伝播していくような場として、これからも
ずっとこのネットワークを育て、続けていけれ
ばいいなと思っています。
　この「ソーシャル・イノベーション学」をこ
れから広げていくには、どうすればいいので
しょうか。これはすごく力を持った資本家で
あったり、政治家が中心になってやるものでは
なく、また学者が中心になるものでもなく、実
践者と一人ひとりの市民が主体となって進めて
いくものだと思います。例えば、地域に病児保
育の場がほしい、様々な障害を持ちながらも生
き生き働ける場がほしいといった、「こういう
生き方がしたい。こういう社会がほしい」とい
う一人ひとりのつぶやきの中に社会課題があ
り、そしてそこにソーシャル・イノベーション
の種があるのだと思います。社会を変える源泉
は、決して政治家ではなく、私たち一人ひとり
の市民の中にある。そうした一人ひとりのつぶ
やきや思いの種をつなげて、社会を変えるため
のネットワークを編むことによって、今の社会
の当たり前を、そうじゃない「新しい当たり前」
に変えていく。それが、ソーシャル・イノベー
ションではないかと思うのです。それをもっと
学問として、これから突き詰めていきたいと
思っています。（拍手）
　さて、あと 15分ぐらいありますので、参加
者のみなさまもどうぞ自由にお話ください。お
話されたい方は、こちら内側の輪に入ってきて
いただいて空いている席にお座りいただいて、
ご発言いただければと思います。
笠間：ソーシャル・イノベーションコース D2
の笠間です。新川先生にお世話になっておりま
す。同志社女子大学の教員をしております。本
当に今、大学の教員が改めて学びの場をつくる、
そういう時代なんだなと感じております。
　私自身は専門は幼児教育で、特に子どもの遊
び、遊び環境と子どもの成長・発達です。さら
にその中でも、今日は「土」の方が多くて言い
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会と女性の仕事ということでやりました。情報
化ということで女性の仕事は普通すごくやりや
すくなるだろうということでやりました。非常
に女性の仕事も変わってきました。
　さて、現在はどうだろうかということを、も
う一度まとめたいなというのが自分の中にはあ
ります。それで、ちょっと今日は福知山の谷口
先生と、初めてお会いしました。私も福知山の
出身です。それで、今日はシャッターが降りて
いるとか、そういうことをいろいろお話が聞け
てうれしかったです。
　ただ、そういう表向きの動きと同時に、皆さ
んご存じないかもしれませんが、今、結構大変
なことが福知山では起こっています。それは、
経ヶ岬というのが丹後にあります。あそこの米
軍兵士たちが今までは富士の裾野ですかそこに
行って年 2回、訓練して免許を取っておかない
といけないとかあるんですね。富士の方にいっ
ていたのです。そしたら、それが時間がかかる。
費用がかかるということで、彼等が注目したの
は、福知山には自衛隊があります。そこには、
射撃場があります。そこなんです。そこに来て、
実はもうやっているんです。自衛隊の人たちは
検査というのは年 1回なのです。それが年 2回
来ている。それでたまたま昨日聞いた話では、
射撃場のそばに自衛隊の設備があります。そこ
には、何か上から落下傘か何か知らないけれど
も何かで降りてきて、射撃場の練習をするとか。
そういうことが行われていることを私は聞きま
して、これは本当かどうかを確かめる必要があ
るんですけど、非常に恐ろしいと思いました。
　だから、非常に楽しいというか、上からのい
ろんな活動と同時に、そういうバックグラウン
ドがあるということをぜひ、認識しておいてい
ただきたいと思います。以上です。（拍手）
佐野：ありがとうございました。会場に高校生
の方が来ておられます。ぜひ、いま思っている
ことをお話ください。
C：皆さん、はじめまして、京都の高校に通っ
ています、高校 3年です。私は来月からフィリ
ピンに 1人で移住して、現地の NGOと企業さ
んと一緒に今、立ち上げているお弁当屋さんで
貧困地域に暮らす女性の、お母さんたちの就労
支援を行っていこうと思って、そのために行き
ます。
　実は私は保育園からずっと京都に暮らしてい

ました。（拍手）
A：失礼します。一般参加者なんですけど、関
根先生の講義を聴講させていただいています。
私が今、住まいしているところが、実に古い京
都の下町でした。いろんな因習といいましょう
か、縛りがあります。で、その中で自分は何が
できるかということをちらちら考え初めている
のですが、一人の力じゃやっぱり難しいなとい
うのは、今日来てみてもすごく感じました。
　で、話はバラバラするのですが、自分は元中
学教員です。でも、いろんな挫折があって辞め
てしまいました。で、もう 1回やろうと最近思
い初めてはいますが、20年ぶりで通用するの
かなと。すごくそういう不安もあります。生き
方も含め、先ほど関根先生は夢があるのは素晴
らしいねとおっしゃったけど、私はたぶん、具
体的に夢を描けないような気がしています。そ
れで、いろんなところに出向いていっています。
学びたいという気持ちを持っているからこそ、
今日も来てみたんだなと感じています。
新川：学びたい夢があれば十分です。
A：ありがとうございます。先ほどの現役院生
の皆さんが、いろんなことをお話になったのを
聞いていると、すごくダイナミックだなと思っ
ています。また、自分の個人的なことですが、
女子大出身だったものですから、そういうダイ
ナミズムを経験しないままきているな、という
のを非常に感じました。それで、当時自分が何
かを求めて動いてなかったんだなというのも感
じますし、これまた個人的なことですけど、来
年還暦を迎えるんですが、それを前にやっぱり
生き方をもう一度考え直したい。
　何かちょっとやりたい。こちらの問題もいろ
いろございますが、この場をお借りして決意を
いろいろ考えています。（拍手）
佐野：素晴らしい。ぜひご一緒に。
関根：ちなみに私の授業は社会人の聴講生がす
ごくたくさんいて、94歳のゲストスピーカー
もよく来ますので。
B：私は総合政策の第 1回の卒業生です。20年
前というのでしょうか。それで同窓会の会長も
させていただきました。そういうので、会社を
退職して次は何をやろうかということを考え
て、それで入ったということがあります。非常
に私自身は勉強になりました。私自身は、マル
チメディア、インターネットマルチメディア社
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にしたいと思います。どうもありがとうござい
ました。（拍手）

写真　フィッシュボウル風景

 
全体講評

佐野：最後に、今里先生と新川先生から、1分
程度になるのですが、今日の場の全体講評をい
ただければと思います。では先に今里先生から
ご講評をお願いいたします。
今里：先ほどの高校生の方が残してくださいと。
あれで胸がいっぱいになりました。（笑）
気をつけてフィリピンに行ってください。
C：はい。
今里：大きくなって帰って来てください。（拍手）
新川：改めまして、今日は本当にいい時間をた
くさんいただきました。ありがとうございまし
た。（拍手）
　教員としても、そしてこの SIとともに 10年、
実際には 12年目ですが、私自身とても幸せに
思いながらここにいますが、同時にこれだけの
方にこうやって共感をしていただけるソーシャ
ル・イノベーションを本当にやっていてよかっ
たなあと改めて思いました。これから、むしろ、
ここでせっかくこういう形でできたネットワー
クや、そして、ここでのそれぞれの思いという
のがもともっと大きく広がって、そして、大き
な果実になっていけばと改めて思っています。
そのためにも、私自身についていえば、今里さ
んや本多さんと同じく、あと限られた期間です

るんですが、小学校のときはすごく地域との連
携が取れている学区だったので、授業が終わっ
た後の放課後の総合学習とかで地域のホームス
テイを受け入れている家庭にお邪魔して、茶道
とかお琴とか、現地のアメリカからの大学の先
生のお話とかを聞くという経験が普通の公立の
小学校でもできたのです。そこから今は私立に
通っているのですが、やはり受験のためだけの
勉強とかだけでは、さっきおっしゃっていた子
どものソーシャル・イノベーターとか、そうい
う子たちは明らかに普通に勉強していたら、気
づかない出てこないだろうという学校教育だな
とすごく感じています。高校 1年のときにフィ
リピンに行ってから、すぐに学校でやっていた
朝 6時半から 8時までずっと学校で勉強するこ
とはやめたんです。で、今はどこの大学に行こ
うかなと考えたときに行けるところがないなと
思いながら、フィリピンに決めたところもあり
ます。
　2つにあるのは、もっと行政とか高校が連携
して、高校生たちが社会問題とかに触れていけ
るような授業とかを採り入れてもらうことに
よって、SIコースとかにもっと若い人たちが
入ってくれるようなものになっていくのではな
いかな、と思います。実際、私も今回こういう
場に来てみて、将来何年後か、フィリピンの大
学に 4年間行くんですけど、1回日本に帰って
きて、こういったところで授業とか受けていこ
うと思いました。なので、ぜひこれからも SI
コースを残してください。お願いします。（笑）
（拍手）
佐野：これは SIコースをずっと残さないとい
けないですね。素晴らしい。誰よりも力強い意
見が出ました。
今里：教える側になりなさい。
佐野：じゃあ、ぜひ入学を待っていますね !で
は、時間になりましたので、全体のまとめをさ
せていただきます。この SIコースのネットワー
クの持っている力と意味というものを改めて感
じ、みんなで結実して思いを一つにできた場で
はなかったかなと思います。またこうした場を
通して互いの想いがつながっていきますので、
各人それぞれの現場で実践を広げながら、時々
こういうふうに集い、お互いの現場実践につい
てシェアし合えればなと思います。
　それではこれで、フィッシュボールは終わり
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がその間に何ができるか。やれる限り走り続け
たいと思っています。
　そして、それが終わりではなくて、たくさん
の方と一緒にさらにこのソーシャル・イノベー
ションとその世界をきちんと先々にまでもり立
てていけるような、そんなことも考えていきた
いと改めで思いました。
　今日のこの集まりを大きなきっかけにして、
10年後のソーシャル・イノベーションという
のをみんなでつくっていく。そちらに向けて次
の一歩を進めていければ、そんなふうに改めて
思ったしだいです。皆さんと一緒に歩んでいき
たいと思います。今日はありがとうございまし
た。（拍手）
佐野：ありがとうございました。以上をもちま
して、同志社大学大学院総合政策科学研究科
ソーシャル・イノベーションコース 10周年記
念フォーラムを閉会させていただきます。あり
がとうございました。（拍手）


